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屈
聴

世帯数 11.918世帯

人口〈男) 22.790人

〈女) 24.813人

〈計) 47.603人

(男) (女) (計〉

39人 43人 82人

19 12 31 
46 38 84 
57 49 106 

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

新
川
広
域
圏
事
業
で
建
設

さ
れ
て
い
た
西
部
じ
ん
か
い

焼
却
場
は
、
こ
の
ほ
ど
上
中

島
の
ヒ
野
地
内
に
で
き
あ
が

り
、
日
日
に
落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。
乙
の
日
関
係
者
や
く
百
名
が

出
席
、
魚
津
市
長
や
黒
部
市
長
な
ど
が
、
焼
却
炉
の
始
動
式
を
し
た
あ

と
、
り
っ
ぱ
に
で
き
あ
が
っ
た
焼
却
場
を
み
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

標
高
や
く
百
六
十

M
の
眺
め
の
よ
い
台
地
に
、
工
費
三
億
四
干
万
円

を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
焼
却
場
は
、
と
く
に
公
害
防
止
に
も
留
意
さ
れ
、

一
日
九
十
J
の
ご
み
を
焼
却
で
き
る
能
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

人口のうごき

西
部
じ
ん
か
い

焼
却
場
で
き
る

(1月末〉

写真=完成した西部じんかい焼却場生

亡

人

出

出

死

転

転



魚
津
、
黒
部
、
宇
奈
月
の
二
市
一
町
、
八
万
九
千
人
を
対
象
に
つ
く
ら

れ
て
い
た
「
西
部
じ
ん
か
い
焼
却
場
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

乙
の
焼
却
場
が
で
き
た
と
と
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
た
い
へ

ん
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
た
と
み
収
集
が
、

4
月
か
ら
区
域
が
拡
大

さ
れ
、
山
間
部
の
一
部
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
の
ご
み
が
週
二
回

集
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

48. 3. 1 ザおう報

4
月
か
ら

ご
み
収
集
区
域
を
拡
大

広

市
内
の
九
九
%
の

家
庭
の
ご
み
集
め
る

M3種郵便物認可

市
で
は
、
焼
却
場
の
完
成
に
よ
っ
て

4
月
か
ら
収
集
車
も
ふ
や
じ
、
区
域
を

拡
大
し
て
ご
み
を
集
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

拡
大
さ
れ
る
区
域
は
、
ゃ
く
二
千
九

百
世
帯
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
内
の
九

九
軒
の
家
庭
の
ご
み
集
め
が
実
施
さ
れ

る
と
と
に
な
り
ま
す
。

収
集
で
き
な
い
の
は
、
山
間
部
の
次

の
百
十
世
帯
余
り
の
区
域
主
な
っ
て
い

ま
す
。
〈
収
集
さ
れ
な
い
区
域
〉

大
熊
、
鉢
、
虎
谷
、
小
菅
沼
、
池
谷

石
垣
平
、
大
菅
沼
、
平
沢
一
区

区新 '
た
域に
の』
み

収ま
!集2
1日る

八
月
・
木
曜
日
V

V
片
貝
地
区

V
八
号
線
よ
り
山
手

の
加
積
地
区

一
写
真
H
じ
ん
か
い
壕
に
投
入
さ
れ
…

た
ご
み
は
ク
レ
ー
ン
で
焼
一

却

炉

へ

運

ば

れ

る

一

〈
火
・
金
曜
日
V

V
上
野
方
地
区

V
八
号
線
よ
り
山

手
の
下
中
島
(
宮
津
除
く
)
地
区
、

下
野
方
地
陸
、
経
団
地
区

〈
水
・
土
曜
日
V

V
松
倉
地
区

V
上
中
島
地
区

V

天
神
地
区

V
西
布
施
地
区

V
下

中
島
宮
津
区

V
八
号
線
か
ら
海
側

で
収
集
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
仏
国
区

岡
仏
区
、
仏
文
区
、
青
島
区
、
持
党

寺
区
、
江
口
区
、
三
ケ
区
な
ど
。

一
日
九
十
ト
ン
の
ご
み

を

却
焼

写真=焼却場内部

私
た
ち
の
消
費
生
活
は
、
年
と
と
も

に
高
度
他
し
、
と
れ
に
と
も
な
っ
て
ご

み
の
排
出
量
も
多
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。昭
和
鈎
年
、
片
員
川
橋
詰
め
に
二
十

J
の
処
理
能
力
を
も
っ
焼
却
場
を
建
設

さ
れ
た
当
時
か
ら
み
ま
す
と
、
ご
み
の

量
は
、
現
在
で
は
倍
以
上
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

閉
/

こ
の
た
め
、
幼
年
四
月

白
ι〆

か
ら
新
川
広
域
圏
事
業

-
F
14

で
、
国
道
八
号
線
か
ら
や

・1J
く
四
キ
ロ
山
手
に
入
っ
た
上

国
岡
ムh

野
地
内
に
焼
却
場
の
建
設

園

田

一

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し

・
圃
JL

た。

園
田
「
新
し
く
で
き
た
焼
却
場

・
司
L

は
、
ゃ
く
六
千
四
百
三
十

1
1

平
方

M
の
見
晴
ら
し
の
よ

い
台
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て

(
一
部
二
階
建
て
)
の
ベ
面
積
千
三
百

五
十
七
平
方
M
の
近
代
的
な
設
備
を
さ

れ
た
焼
却
場
で
す
。
乙
の
な
か
に
八
時

間
で
九
十
J

(
二
十
二
・
五
J
炉
四
基

〉
の
処
理
能
力
が
あ
る
焼
却
炉
と
、
管

理
棟
、
車
庫
、
倉
庫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

総
工
事
費
は
三
億
四
千
二
百
二
十
九
万

円
〈
う
ち
国
庫
補
助
二
千
七
百
五
十
五

万
円
)
で
す
。

防
じ
ん
設
備
な
ど
そ
な
え
る

新
し
い
焼
却
場
は
、
ピ
ッ
ト
・
ア
ン

ド
・
ク
レ
ー
ン
方
式
の
焼
却
炉
を
そ
な

え
て
お
り
、
ま
ず
車
で
運
ば
れ
た
ご
み

は
、
幅
二
十
抗
、
深
さ
也

M
、
奥
行
四

・
五

M
の
じ
ん
か
い
壕
に
投
入
さ
れ
ま

す
。
こ
の
壌
に
は
二
日
分
の
ご
み
が
入

り
ま
す
。
こ
れ
を
ク
レ
ー
ン
で
炉
の
中

に
投
入
し
、
熱
風
で
乾
燥
さ
せ
た
あ
と
、

バ
ー
ナ
ー
で
七
百
度
か
ら
一
千
度
で
高

温
燃
焼
さ
せ
ま
す
。
乙
の
高
温
燃
焼
に

よ
っ
て
、

臭
気
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

燃
え
た
ご
み
は
、
ロ
ス
ト
N
か

ら
落
ち
て
水
で
ぬ
ら
さ
れ
た
あ
と
、
コ

ン
ベ
ア
で
外
へ
出
さ
れ
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
粉
じ
ん
や
煙
は
、
水
噴
射

装
置
や
集
じ
ん
装
置
の
中
を
通
り
、
高

さ
四
十
五
M
の
煙
突
か
ら
出
て
行
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
焼
却
炉
は
、
防
じ
ん

設
備
を
ほ
ど
と
し
、
ま
た
、
汚
水
処
理

施
設
も
完
備
し
、
公
害
対
策
に
万
全
を

期
し
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

- 2一

不
燃
物
は

月
二
回
収
集

一山一

市
で
は
、
ピ
ン
類
や
金
物
類
な
ど
の

不
燃
物
を
昨
年

4
月
か
ら
月
一
回
(種

類
ど
と
に
は
隔
月
〉
集
め
て
い
ま
し
た
ゆ

こ
の
ほ
ど
、
不
燃
物
の
埋
立
場
所
が
下

椿
地
内
に
確
保
で
き
ま
し
た
の
で
、

4

月
か
ら
月
二
回
収
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

収
集
日
は
、
大
体
月
の
前
半
が
金
物

類
、
月
の
後
半
が
陶
器
類
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
き
め
ら
れ
た
場
所
へ
、
き
め

ら
れ
た
不
燃
物
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

【
収
集
日
程
は
四

i
五
頁
に
掲
載
】



第 3種郵便物愛、同I

納税功労者を表彰;

3個人46団体など _.._-------.

ーヲ

U
年
度
の
魚
津
市
納
税
幼
労
者
な
ど

ー
舗
の
表
彰
式
は
、

2
月
日
日
午
後
2
時
か

4

一-ら
市
役
所
で
関
係
者
や
く
百
名
が
出
席

報
一
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

優
良
納
税
功

広

一
労
者
三
名
、
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
四
十

六
団
体
な
ど
が
清
河
市
長
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

一回
優
良
納
税
羽
労
者

(六
i
八
年
に
わ

た
り
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
納
税

に
協
力
さ
れ
た
人
)

マ
東
小
路
区
納
税
貯
蓄
組
合
長
、
旗

智
勇

五

郎

マ
下
新
二
区
間、

米
多

弘

マ

友

道
本
町
区
間
、
木
下
久

園
優
良
納
税
貯
蓄
組
合

(
昭
和
必

i
必

年
度
市
税
納
税
成
績
百
軒
の
組
合
)

マ
八
幡
区
納
税
貯
蓄
組
合
(
代
表
島

津
孝
吉
)

マ

宮
津
区
間
(
高
鹿
平

一
)

マ
浅
生
区
間
(
里
崎
定
信
)

マ
小
菅
沼
区
間
(
木
下
三
子
)
マ

島
尻
二
区
間
(
宗
隆
美
則
)

お48..3. :1 

-M叩年
度
市
税
納
税
成
績
百
軒
の
組
合

新
金
屋
二
区
、
東
小
路
区
、
下
新

一

区
、
馬
出
区
、
荒
町
区
、
新
道
区
、

臼
庫
区
、
角
川
区
、
紺
屋
区
、
八
幡

区
、
八
代
区
、
上
三
ケ
区
、

宮
津
区

浅
生
区
、
川
原
区
、
升
方
区、

升
田

区
、
岩
高
区
、
跡
源
寺
区
、
湯
上
区

小
菅
沼
区
、
池
谷
区
、
坪
野
区
、
石

塩
平
区
、
石
垣
新
区
、
友
道
本
町
区

友
道
五
区
、
文
佑
町

一
区
、
文
化
町

二
区
、
小
坂
区
、
貝
田
新
区
、
島
尻

一
区
、
島
尻
二
区
、
島
尻
三
区
、
黒

谷
二
区
、
平
沢
二
区
、
大
菅
沼
区、

旭
芸
妓
組
合
区
、
青
島
二
区
、
入
船

区ま
た
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
、
必
年
度
に
保
険
税
を
完
納

し、

一
度
も
医
.
帥
に
か
か
ら
な
か
っ
た

西
尾
崎
村
崎
茂
一
さ
ん
ほ
か
健
康
家
庭

九
十
二
世
帯
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た。

県

民

税

l

申
告
は
お
早
め
に

写真=清河市長から表彰される納税功労者

ー
市

3
月
は
、
所
得
税
の
舵
定
申
告
と
と

も
に
市
民
税
、
県
民
税
の
申
告
の
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市

・
県
民
税
は
前
年

中
の
所
得
を
も
と
に
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
が
、
乙
の
申
告
は
、
そ
の
資
料
と
な

る
も
の
で
す
。
申
告
期
限
は

3
月
日
日

(
木
)
ま
で
で
す
。
限
期
内
に
お
忘
れ
な

く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
用
紙
は

2
月
中
旬
に
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要

な
事
項
を
書
き
入
れ
て
、
市
役
所
税
務

課
ま
た
は
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な
い
と
き

は
、
税
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
な
人

①
昭
和
必
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内

に
住
所
の
あ
る
人
。

①

給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
の
ほ

か
に
地
代
、
家
賃
、

配
当
な
ど
、
給

与
所
得
以
外
の
所
得
の
あ
る
人
。

①

給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
別
の
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
を
出
さ
れ
る
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
さ
れ
る
人
は
、
市
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
と

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
の
場
合、

確
定
申
告
書
の
な
か
に
「
住
民
税
、

事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
の
欄
が
あ

り
ま
す
か
ら
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い

や
口
の
不
自
由

な
人
と
市
長
の
対

話
集
会
が
、

2
月

3
日
青
少
年
ホ
l
ム
で
あ
り

ま
し
た
。
集
会
に
は
ろ
う
あ

者
な
ど
二
十
人
が
集
ま
り
、

手
話
に
よ
っ
て
、
市
政
に
対

す
る
要
望
や
意
見
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

一
耳
一

写
真
H
手
話
に
よ
る
対
話

集
会

①
乙
の
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出

し
た
場
合
は
、
今
年
度
か
ら
事
業
税

の
申
告
の
提
出
は
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
を
し
な
い
と

申
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
と
き

ゃ
、
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
と

き
、
あ
る
い
は
必
要
な
事
項
の
記
載

が
な
か
っ
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
な

控
除
を
し
な
い
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、

生
命
保
険
料
や
社
会
保

険
料
、
雑
損
の
各
控
除
な
ど
受
け
ら

れ
ず
、
余
分
に
税
金
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
り
ま
ず
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
談
所
を
開
設

3
月
日
日
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午

ま
で
、
日
曜
日
は
除
く
)
市
役
所
税

務
課
内
に
相
談
所
を
ひ
ら
い
て
い
ま

ず
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-

国

民

年

金

|

マ

:

・

国

民

年

金

の
保
険
料
は
、

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
忘
れ
の
期

間
が
あ
る
と
、
将
来
の
老
齢
年
金
の
給
付
額
が

い
判
じ
る
し
く
少
な
か
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
障
害
、・
母
子
、
遺
児
な
ど
の
年
金
が
も
ら

え
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

マ
:
・
い
ま
い
ち
ど
保
険
料
が
全
部
納
ま
っ
て
い

る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
む
今
月

は
、
こ
の
年
度
の
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
月
で

す
。
も
し
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
に
担
当
の
年
金
委
員
さ
ん
か
、
市
役
所
市
民

課
で
納
め
ま
し
ょ
う
。
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議議:隊機紫綬媛義務

-可燃物と不燃物の収集日が同じ日になったとき

は、集積場所へ必ず区別してお出しください0

・金物類と、陶器類の収集日を間違わないように

してください。 また、収集日以外は絶対出さな

いでください。出されても収集しません。

には、きめられた不燃物をお出し

ください。町内会別の収集日は、

下表のとおりです。
~~ 

収集日 区 名

10日 友道l区、友道2区:友道3区、友道

(金物)

4区、友道5区、友栄町区、友道本町

区、友道幸町区、大光寺1区、大光寺

22日

(陶器) 2区、大光寺3区、大光寺4区

11日
鹿熊全区、金山谷全区、観音堂区、坪

(金物)
野区、北山区、室田区、稗畠区、湯上

区、吉野区、有山区、上野区、浅生区、

下棒区、川原区、升方区、升田区、岩

23日
高区、‘弥源寺区、出区、宮津区、慶野

(陶器)
区、川縁1区、川縁2区

東山 1区、東山2区、天神野新区、東
12日

(金物)
尾崎区、木下新区、青柳区、蛇田 1区、

蛇田2区、小川寺1区、小川寺2区、

長引野1区、長引野2区、黒沢区、大

24日
沢区、日尾区、御影区、布施爪区、吉

(陶器)
島新町区

1年間保存してください。

.乙の表は、みやすいところにはって保存してお

いてください。収集についてのお間合わせは、

市役所保険衛生課(電話22局2200番)へどろぞ。

収集日 区 名

13日 金屋1区、金屋2区、金屋3区、金浦

(金物) 区、鴨川区、新金屋l区、新金屋2区、

新金屋3区、神明1区、神明2区、諏

25日 訪1区、諏訪2区、諏訪3区、諏訪4

(陶器) 区、諏訪5区、文化町1区、文化町2区

14日 明理区、大町区、 新道区、 岡町区、新

(金物〉 町 1区、 新町2区、臼屋区、田方2区、

角川区、 橋場区、紺屋区、 八幡区、八

26日 代区、上町I区、上町2区、南町1区、

(陶器) 南町2区、 南町3区

真成寺区、川原町区、寺町区、餌指区、

15日
下新l区、下新2区、下新3区、元町

(金物)
区、荒町区、馬出区、田方1区、東小

路区、=ヶ町区、住吉町区、住吉1区、

27日
住吉2区、住吉3区、住吉4区、住吉

(陶器)
5区、住吉6区、町三ケ区、下中島三

ケ区
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お願い
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られた場所へきちんとまとめてお出しくださ
/ ー 吋，.:.:タもえな.心.こ"'.みJGG・S・3ち

い。

-収集日が、日曜、祭日に当ったときは翌日に収

集します。(日曜、祭日は収集しません〉

じ4月から潟毅鰯潟:綴淑;
¥ぷ.:.:.:.:.:.:

・8月はお盆休みがありますので、 14日分は17日

に、 15日分は18日に、 16日分は21日に変更にな

ります。

収集日 区 名

4日 火の宮区、港区、村木9区、村木10区、

(金物) 村木11区、村木12区、村木13区、村木

14区、村木15区、村木16区、村木17区、

16日 吉島社宅区、吉島市営住宅区、高校前

(陶器〉 住宅区

大海寺野1区、大海寺野2区、大海寺
5日

野3区、 上野方住宅区、雄峰団地区、

(金物) 大海寺新4区、大海寺新5区、石垣6

区、石垣新区、印田区、三田区、本江

元町区、本江1区、本江2区、本江3

17日 区、本江会館通り区、本江新町1区、

(陶器) 本江新町2区、本江新町3区、本江新

町4区、小坂区、並木町区

6日 東栄町区、母子寮区、吉島6区、吉島

(金物) 7区、 吉島8区、相の木区、上村木10

区、上村木11区、上村木12区、上村木

18日 13区、宮の下区、製作所社宅区、立石

(陶器) 区、江口区、西尾崎区、持光寺区

7日

(金物)

19日

(陶器)

8日

(金物)

20日

(陶器)

9日

(金物)

21日

(陶器)

区

4月から不燃物の収集は、月2

固となります。毎月金物類、陶器

類を各1回集めますから、収集日

名

平伝寺1区、平伝寺2区、地方1区、

地方2区、地方元町区、泉町区、旭町

区、港町区、向町区、入船区、表向区、

上坂の下区、栄町区、天王市営住宅区、

西川原住宅区、落合市営住宅区

岡仏国区、仏国区、仏文区、高畠区、

青島1区、青島2区、北中区、日カ青

島社宅区、青島市営住宅区、小川田市

営住宅区、下道市営住宅区、北中市営

住宅区、北鬼江区、本新区、釈迦堂区、

駅前新町区、村木記念社宅区

道坂区、貝田新区、島尻1区、島尻2

区、島尻3区、東城1区、 東城2区、

黒谷1区、黒谷2区、 山女 l区、山女

2区、平沢2区、横枕区、袋区、六郎

丸3区、 六郎丸4区、六郎丸5区、労

災病院区、晴海ケ丘区

この表は48年度の不燃物収集日です。



①
老
人
、
子
ど
も
、
病
弱
者
の
就
寝

川

場
所
の
安
全
点
検
H
老
人
や
子
ど
も
川

な
ど
は
、

一
階
の
出
入
口
に
近
い
部
川

屋
に
寝
る
よ
う
配
慮
す
る
。

3

・
事
業
場
で
は
-j
i
-
-

川

①
避
難
路
の
確
保
H
従
業
員
や
来
客

川

な
ど
の
避
難
路
は
、
確
保
さ
れ
て
い

川

る
か
、
障
害
物
な
ど
は
な
い
か
。

川

①
避
難
誘
導
の
徹
民
H
ど
の
部
屋
は

川

だ
れ
が
誘
導
す
る
か
、

標
識
が
あ
る
川山

の

元

点

検

の

励

行

な

ど

…

春

の

火

災

予

防

運

蜘

は

じ

ま

る

川

か
な
ど
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
訓
練
の
実
施

H
い
ろ
い
ろ
な

川

出
火
場
所
を
想
定
し
て
、
年
に
数
回
川

訓
練
を
実
施
し
ま

し

ょ

う

。

川

乙
の
期
間
中
、
木
造
の
学
校
な
ど
で
川

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ど
協

川

力
願
い
ま
す
。

防
火
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、
川

消
防
署

「電
話

M
局
0
2
9
5番
)
へ
川

ど
う
ぞ
。

山
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児童手当

4月から10歳
未満児に支給

児童手当の支給範閲が4月
から広がります。4月から新
たに該当すると思われる人

は、 3月31日まで、市社会福
祉事務所へ請求手続きをして

ください。そのとき、印鑑お

持ちのうえ、加入年金の記号、

番号、払込希望金融機関名を

お調べのうえおいでくださ

い。現在手当を受けている人

は除かれます。

もし、手続きが4月以後に
なりますと、 4月分から支給
を受けることができなくな

り、請求した月の翌月からと

なります。

.該当する人-

① 18歳未満の児童を3人以
上養育しており、そのうち

1人以上が、 昭和38年4月
2日以後に生まれた児童 (

4月1日現在で10歳未満〉
であること。

①上記盤育者の前年の収入

が、 一定の額に満たないこ

と。たとえば、扶養親族5
人の場合、233万円です。
乙の額はことしの6月から
引上げられる予定です。

①手当は、上記10歳未満の
児童(3人目以降の児童j
1人につき月額3，000:円が
養育者に支給されます。

④公務員、三公社の職員

は、勤務先へ請求し

てください。

づ

tふ
と:十4
.‘フ
来青
表年
示月
さ日
オ1 カず

ま
す
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こ
の
た
び
「
配
給
米
表
示
実
施
要
領

」
な
ど
が
一
部
改
正
さ
れ
、

4
月
1
日

か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

袋
詰
め
さ
れ

て
い
る
配
給
米
に
は
、

4
月

1
日
か
ら

必
ら
ず
と
う
精
年
月
日
(
精
米
を
し
た

年
月
日
)
を
算
用
数
字
を
用
い
て
、
わ

か
り
や
す
い
個
所
に
、
は
っ
き
り
表
示

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

3
月
別
日
以
前
に
袋
詰
め
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
除
か
れ
ま
す
。

圃
袋
詰
精
米
の
保
存
期
間

食
物
の
保
存
期
間
は
、
お
も
に
食
物

の
水
分
、
保
存
温
度
な
ど
に
よ
っ
て
、

左
右
さ
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
精
米

で
は
、
水
分
が
普
通

一
四

t
一
五
軒
で、

牛
乳
、
肉
、
野
菜
、
果
物
な
ど
水
分
を

五

O
t
九

orも
含
む
生
鮮
食
料
品
と

肯
が
い
、
常
温
で
も
、
味
や
品
質
が
、

短
期
間
に
低
下
す
る
乙
と
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
省
食
品
総
合
研
究
所
の
試
験
結

果
に
よ
り
ま
す
と
、
袋
詰
精
米
の
保
停

期
間
は
①
夏
期
の
気
温
支
は
お
よ
そ

一
か
月
①
春
秋
の
気
温
(
別
度
)
で

は
お
よ
そ
二
力
月
と
し
て
い
ま
す
。
乙

れ
く
ら
い
で
す
と
、
品
質
や
昧
の
低
下

を
き
た
す
こ
と
な
く
、
か
な
り
長
く
保

存
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
の
試
験
で
は
、
水
分
一

五
軒
台
の

精
米
を
用
い
て
お
り
、
乙
れ
以
下
で
は
、

品
質
の
保
存
が
さ
ら
に
よ
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
と

紙
袋
と
で
は
、
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
は
火
災
が
多
発
し
や
す
く
、
ま
た

大
火
に
な
り
や
す
い
の
で
、

3
月
白
日

か
ら

4
月

7
日
ま
で
「
春
の
火
災
予
防

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
司

消
防
本
部
で
は
、
火
災
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
死
似
者
の
発
生
を
防
ぐ
と

と
を
目
的
に
、
次
の
よ
う
な
乙
と
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-

一
般
家
庭
で
はj必

①
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

の
防
止
H
た
ば
乙
は
、
吸
い
が
ら
入

れ
の
あ
る
所
で
。
ふ
と
ん
の
中
で
は

喫
煙
し
な
い
。
.
灰
皿
に
は
水
を
入
れ

る。
①
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
の

励
行
川
外
へ
出
る
と
き
、

寝
る
前
に

は
ガ
ス
の
元
せ
ん
を
止
め
る
。
電
気

器
具
の

コ
ン
セ
ン
ト
を
ぬ
く
9

灰
皿

の
始
末
を
す
る
。

予
防

第
一
期
種
痘
を
行

な
い
ま
す
。
該
当
者

は
、
昭
和
必
年

5
月

1
日
か
ら
同

U

年

3
月
白
日
ま
で
の
出
生
者
で
す
。

校

下

接

種

目

検

診

日

場

所

4
R
M
4
月

3
日

刊

日刊
日

種

痘

魚
津公
民
館

福
祉
会
館

青
少
年
ホ
ー
ム

生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

吉
島

5
日

ロ

日

小

学

校

西
布
施

5
日

ロ
日

小

学

校

本
江

6
日

目
日

公

民

館

上
野
方

6
日

目
日

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後

1
時

1
2時

経大
田町

3 
日

村
木

4 
日

11 
日

松
倉

4 
日

11 
日

該
当
者
は
保

育
園
、
幼
稚
園

児
と
三
歳
児
を
除
い
た
幼
児
で
す
。

地

区

検

診

日

場

所

qdw固
nn日

目
日
U
日

幼

児

検

診

片
貝
小
学
校

上
中
島
小
学
校

天
神
公
民
館

生
活
改
善
セ
ン

タ
ー

上

野

方

四

日

上

野

方

小

学

校

住

吉

羽

田

下

中

島

公

民

館

西
布
施

初
日

閤

布

施

小

学

校

受
付
時
間
は
午
後

1
時
加
分

t
2時

加
分
で
す
。

片
貝
上
中
島

天
神

松
倉

lS 
日
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噌，

市
民
の
み
な
さ
ん

が
、
万
一
、
交
通
事

故
で
傷
害
を
受
け
ら

れ
た
と
き
、
見
舞
金

が
も
ら
え
る
よ
う
に

「
市
民
交
通
傷
害
保

険
制
度
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
が
発
足
し
て
か
ら
五
年
に

な
り
ま
す
が
、
乙
の
問
、
百
四
十
八
人

に
七
百
十
二
万
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

交
通
傷
害
保
険
の
加
入
期
聞
は
、

4

月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
す
の
で
、
現

在
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、

3
月
割
日

で
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

4
月
か
ら
再
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、

改
め
て
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
加
入
希
望
者
の
受
付
け
は
、

3
月

1
日
か
ら
市
役
所
市
民
課
お
よ
び
連
絡

所

(
3月
M
日
ま
で
〉
で
行
な
い
ま
す
。

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
申
込
書
に
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
書
き

掛
金
を
そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

掛
金
は
年
間
一
人
四
百
八
十
円
ハ
月

額
四
十
円
)
で
す
。
見
舞
金
額
は
次
の

と
お
り
。

マ
死
亡
の
と
き
H
五
十
万
円
マ
後

遺
傷
害
の
と
き
H
三
十
万
円
マ
治

療
六
カ
月
以
上
の
け
が
H
六
万
円

マ
同
五
カ
月
以
上
日
五
万
円
マ
同

四
カ
月
以
上
H
四
万
円
マ
同
三
カ

おう報広48. 3. 1 

に
そ
な
え
て

ご
加
入
を

月
以
上
H
三
万
円
マ
同
二
カ
月
以

上
H
二
万
円
マ
同
一
カ
月
以
上
H

一
万
円
マ
同
一
週
間
以
上
H
五
千

円
マ
同
一
週
間
未
満
H
二
干
円

こ
れ
か
ら
も
自
動
車
が
増
加
し
、
交

通
事
故
の
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
交
通
事
故
の
防
止
に
は
、
お
互
い

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

万
一
の
場
合
に
そ
な
え
て
、
家
族
ぐ
る

み
で
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う。

も

う

マ
二
万
円
H
本
町
二
丁
目
上
里
龍
吉

マ
一
万
円
H
新
金
屋
一
丁
目
沢
崎
寛

マ
五
千
円
H
住
吉
石
坂

一

マ
二
万
円

H
文
他
町
川
原
田
義
太
郎

マ
一
万
円

H
新
角
川
一
丁
目
島
崎
秀
男
マ
一
万

円
H
双
葉
町
堀
富
吉
マ
五
千
円
H
吉

野
二
川
太
平
マ
二
万
円
リ
本
，町
二
丁

目
石
崎
七
郎
マ
一
万
円
H
新
宿
鶴
見

時
政

マ

一
万
一
千
円
H
文
化
町
沢
井

義
雄
マ
三
千
円
日
中
央
通
り
一
丁
目

黒
川
幸
子
(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
〉

マ
七
千
三
百
円
H
魚
津
運
輸
K
E
従
業

員

マ
四
万
七
千
六
百
十
一
円
H
田
上

す

ぐ

学

校

小
学
校
の
入
学
式
は

4
月

5
日
に

ま
も
な
く
新
学
年
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
乙
と
し
市
内
の
小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
は
六
百
七
十
五
名
で
、

昨

年
よ
り
七
十
三
名
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
中
学
校
は
六
百
七
十
↓
名

で
、
前
年
よ
り
二
十
七
名
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

小
学
校
の
新
入
学
児
童
の
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
「
入
学
通
知
書
」
を

3
月

初
め
に
お
届
け
す
る
乙
と
に
し
て
お
り

ま
す
。
通
知
も
れ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

市
教
委
へ
と
連
絡
願
い
ま
す
。

な
お
、
入
学
式
は
、
小
学
校
が

4
月

5
日
(
木
〉
午
前

9
時
加
分
、
中
学
校

が
4
月
6
日

(
金
)
午
前

9
時
か
ら
各

学
校
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

市
内
小
中
学
校
別
の
入
学
お
よ
び
卒

業
予
定
児
童
生
徒
数
は
次
の
と
お
り
。

学
校
入
学
予
定
数
卒
業
予
定
数

大
町
f

八
六
人

九
八
人

村

木

九

二

一

O
一

住

吉

四

一

四

二

上
中
島

一

五

二

四

松

倉

二

二

O

上

野

方

三

O

二
二

本

江

二

=

二

一

二

四

片

貝

二

二

三

九

d

吉

島

九

二

六

三

金
型
倒
従
業
員
マ
二
千
円
H
朝
日
町
刷

岡
崎
界
マ
五
千
八
百
円
H
真
成
寺
身
川

延
山
信
行
会
青
年
部

マ
二
千
七
百
円
山

H
鴨
川
町
青
木
節
三
マ
四
千
円
H
八
川

代
町
友
田
道
治
マ
二
千
七
百
七
十
五
山

円
H
日
吉
島
田
本
良

一

伊

東

弘

彦

マ

川

二
千
円
H
神
明
一
一
民
高
倉
政
憲
マ
一
川

千
円
H
住
吉
丸
勝
商
会

マ
一
千
円
H

川

富
山
市
西
島
政
義
マ
五
百
円
H
大
光
川

寺
永
田
治
雄
マ
三
万
円
H
専
先
寺
寒
川

修
業
者

マ
三
千
円
リ
川
縁
大
川
隆
吉
川

マ
一
万
七
千
二
百
五
十
三
円
H
緑
町
先
川

妙
寺
寒
修
業
者

マ一

万
円
H
魚
津
青
山

年
会
議
所
マ
二
千
円
H
並
木
町
稲
沢
山

ハ

ナ

マ

二

万

三

千

六

百

三

十

山

北
電
魚
津
営
業
所
車
両
整
備
室
町

道
下
経
団
西
布
施

白
倉計

西
部
中

東
部
中
計

七
O
人

七
五一六一一

六
七
五

四
二
六

二
四
五

六
七
一

五
三
人

六
O
二
九四

六
七
九

三
九
三

二
五
二

六
四
五

〈

小

中

学

校

の

卒

業

式

〉

幽

マ
3
月
臼
日
(土

)
H西
部
中
、
東
部

山

中

剛

マ
初
日
(
火

)
H大
町
小
、

住
吉
小
、

上
中
島
小
、
本
江
小
、
片
貝
小
、
吉

島
小

マ
沼
田
(
木

)
H村
木
小
、
松
倉
小
、

上
野
方
小
、
道
下

布
施
小
、
白
倉
小

次
の
よ
う
に

婦
人
検
診
を
行

な
い
ま
す
。

希
望
者
は

3
月
四
日
(

火
)
ま
で
保
険
衛
生
課
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
3
月
お
日
(
水
)
午
後
1
時
t
1

時
加
分
経
団
連
絡
所

マ
3
月
お
日
(
水
〉
午
後

2
時
1
2

時
加
分
江
口
倉
庫

・
料
金
は
二
百
五
十
円
で
す
。

婦

人

検

診

い
ま

ま
で
都

合
で
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
、

3
月

刊

ω
日
(
金
〉
午
後

1
時
か
ら

2
時
ま

で
市
民
会
館
で
ひ
ら
き
ま
す
。

盲
目
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

破

傷

風

予

防

接

種
3
月
の
第
三
水

曜
日
が
祭
日
に
な

り
ま
す
の
で
、
三

歳
児
検
診
は
第
二
水
曜
日
の

H
日
に

変
更
し
ま
す
。
時
間
は
午
後

1
時

i

2
時
、
場
所
は
魚
津
保
健
所
で
す
。

-7-

三
歳
児
検
診
の

変

更〈
日
曜
祭
日
の
当
番
医
〉

V
3月
4
日

H
(昼
)吉
島
踊
井
医
院

〈
夜
)
江
口
魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ

ュ
l

ム

V
日
日

H
(昼
)
新
角
川
一
丁
目

宮
本
医
院
(
夜
)
上
口
二
丁
目
寺
崎

医
院

V
U日
H
(昼
)
中
央
通
り
二

丁
目
桝
崎
医
院
(
夜
)
新
金
屋

一
丁

目
羽
田
医
院

v
n日
H
(昼
〉
本
江

浦
田
産
斜
病
院
(
夜
)
鴨
川
町
深
川

病
院

v
m日
(
昼
)
本
江
宮
元
医
院

(
夜
)
末
広
町
平
井
病
院

V
4月
1

日
日
(
昼
)
本
江
浦
田
外
税
病
院

(
夜
)
北
鬼
江
福
田
病
院
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固

定

資

産

課

税

昭

和

総

年

度
の
固
定
資

台

帳

の

縦

覧

産

税

(

土

地

家
屋
、
償
却
資
産
)
の
課
税
標
準
と
な

る
価
格
な
ど
を
登
録
じ
た
「
国
定
資
産

課
税
台
帳
」
を
次
の
よ
う
に
お
み
せ
し

ま
す
。
と
く
に
必
年
度
は
、
基
準
年
度

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
土
地
の
評
価

替
え
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
関
係
者

は
、
ぜ
ひ
と
覧
く
だ
さ
い
。

マ
期
間

H
3月
1
日
(
木
)
か
ら

3
月

初
日
(
火
)
ま
で
。
時
間
は

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

(

土
曜
日
は
正
午
)
ま
で

マ
場
所
H
市
役
所
税
務
課
(
一
階
)

iS う報凪JB3111l111便物飯珂

市
史
の
購
入
希
望

V
魚
津
市

は

あ

り

ま

せ

ん

か

史

上

巻

は
、
好
評
の
た
め
三
版
を
発
刊
し
ま
し

た
が
、
売
り
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
購
入
希
望
者
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
あ
た
ら
め
て
予
約
申
込
み
を
受

付
け
し
ま
す
。
申
込
者
が
相
当
多
数
に

な
れ
ば
増
刷
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す

V
:
・
市
史
下
巻
は
、
大
半
を
頒
布
い

た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
少
し
残
っ
て
い

ま
す
の
で
購
入
希
望
者
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
価
格
は
市
史
上
巻
が
二
千
五
百
円

同
下
巻
が
三
千
八
百
円
で
す
。

マ
申
込
先
H
市
役
所
総
務
課
(
電
話

m局
2
2
0
0番
)
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富

山

中

国

友

好

富

山

中

国

友
好
貿
易
展

貿

易

展

は

、

3
月
3

日
か
ら

7
Hま
で
富
山
県
民
会
館
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
と
の
貿
易
展
は
、
中
国

の
実
情
を
紹
介
し
、
相
互
の
理
解
を
深

め
、
両
国
の
友
好
親
善
の
促
進
と
、

貿

易
の
拡
大
に
寄
与
す
る
と
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

展
示
内
容
は
①
本
県
と
中
国
と
の

友
好
貿
易
関
係
の
展
示
②
本
県
の
中

国
向
け
輪
出
品
の
展
示
①
中
国
物
産

の
即
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
も
九

カ
所
で
青
年
学

級
と
青
年
教
室

青

年

教

室

で

学

ぼ

う

が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

お
互
い
が
話
し
合
う
場
と
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を
さ
そ
っ
て
青
年

学
級
や
教
室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
参

加
希
望
者
は
、
学
級
主
事
や
市
教
委
社

会
教
育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

-
開
設
青
年
学
級
、
教
室
と
主
事

マ
魚
津
青
年
教
室
H
下
回
淑
先
マ

住
吉
岡
H
石
橋
賢
作
マ
上
中
島
同

H
浅
井
樹
マ
上
野
方
向
H
大
城
満

昭
マ
本
江
同
H
飛
弾
是
博
マ
加

積
同
日
山
腰
正
雄
マ
西
布
施
同
H

高
瀬
忠
雄

マ
松
倉
青
年
学
級
H
清
河
茂
雄
マ

道
下
同
H
大
島
洋
一

-
開
設
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館

図書館はこんなことも

しています

3
月
の
交

通
事
故
相
談

は、

2
日
(
金
)
県
総
合
庁
舎
県
民
柑

議
室
、
お
日
(
金
)
市
役
所
第
三
会
議

室
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前
日

時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
で
す
。

交
通
事
故
相
談

建
設

省
国
土

地
理
院
で
は
、
必
年
測
量
士
、
測
量
土

補
の
試
験
を

5
月
幻
自
に
行
な
い
ま

す
。
受
験
希
望
者
は
、

3
月
別
日
ま
で

北
陸
地
方
測
量
部
(
富
山
市
牛
島
新
町

日
の

7
合
同
庁
舎
内
電
話
富
山
お
局

8

0
2
1番
)
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

測
量
士
・
測
量
士
補
試
験

建
設
省
な

ど
で
は
必
年

不
動
産
鋸
定
士
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

第
一
'
次
試
験
は

4
月
日
日
で
す
。
第
一

次
試
験
の
願
書
は、

3
月
8
日
か
ら
日

日
ま
で
受
付
け
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
、
富
山
県
庁
内
建
築
住
宅
課
(
電
話

富
山
幻
局
4
1
1
1番
)
へ
お
間
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
鑑
定
士
試
験

図書館では、読書や図書につい

てのご質問、ど相談にお答えして

います。読書会など、グノレープ活

動のご相談にも応じています。ま

た、各分野の図書をそなえ、無料

で貸出しています。

く疑問の解決に答えています〉

みなさんが家庭や職場にあって

毎日の生活のなかで、疑問にぶつ

かったとき、どうしても知りたい

ことができたときは、図書館へ電

話1本、はがき1枚でお知らせく
ださい。図書館ではできるだけ調

べてご返事いたします。

図書の寄贈 このたび本江高瀬忠

二氏より医学関係図書ほか102冊
同雑誌261冊の寄贈がありました

第
三
二
六
号

編
集
発
行
人

浜

回

茂

電
話
局
で
は

生
活
環
境
、
職

場
環
境
に
マ
ッ

チ
し
た
装
飾
的
要
素
を
も
っ
た
電
話
機

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
色
は
、
淡
灰

色
、
薄
緑
色
、
象
牙
色
の
三
種
が
あ
り

ま
す
。カラ
l
電
話
の
取
付
け
で
き
る
の

は
、
新
設
の
単
独
電
話
と
新
設
の
親
子

電
話
で
、
費
用
は
一
カ
月
五
十
円
で

す
。
こ
の
電
話
機
は
べ
戸
の
音
量
調
節

が
可
能
で
す
。

環
境
に
合
っ
た

カ
ラ

i
電
話
機
を

つ
ぎ
の
よ
う
な

行
旅
死
亡
人
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
心
当
り
の
人

は
市
役
所
市
民
課
へ
お
申
出
く
だ
さ
い

(
性
別
、
年
齢
、
身
長
、
発
見
場
所
の

順
)
V
男、

m
l
m歳
一
六
五
円
ン
ば
石

川
県
門
前
町
海
岸

V
男
、
初

1
却
歳

一
五
五
日hyM
新
潟
県
上
越
市
海
岸

V
男
、
印
歳
位
一
六
O
H
Y
M
M

長
野

県
諏
訪
郡
原
村

V
男
、
加
歳
位
一

六
三
円
Y
M
長
野
県
軽
井
沢
町
信
越
本

線

V
女
、
別
歳
位

不
明
長
野
県

上
水
内
郡
一
戸
隠
村

旅
行
死
亡
人

市
総
務

課
で
は
、

市
民
に
対
す
る
広
報
の
一
環
と
し
て
、

毎
月
三
回
程
度
、

-回
覧
式
の
「
お
知
ら

せ
」
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

4
月

か
ら
取
り
や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
市
広
報
に
掲
戴
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
お
知
ら
せ
」
を
廃
止

印
刷
所

魚
樟
印
刷
株
式
会
社


